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包括的な学校改善を推進するチームとしての学校づくり 

～人材育成と人材活用の実践を通して～ 

                                         登別市立幌別小学校 

                                           学 級 数 14 

                                         （校長 成田 浩司） 

 

Ⅰ 実践テーマの趣旨 

  本校では、平成24年度の試行期より、学校力向上に関する総合実践事業の実践指定校として、子どもたちがこ

れからの変化の激しい社会をよりよく生きるために必要な「知・徳・体」のバランスのとれた豊かな人間性の育

成を目指し、「学び続ける学校」と「組織に貢献できる人材の育成」をテーマに包括的な学校改善に向けた実践を

積み重ねてきた。 

新採用教職員が、毎年複数名配置されてきたことから、ＯＪＴを基本とした人材育成システムをベースに若手

教職員だけでなく、中堅、ベテラン教職員がそれぞれの力量を発揮し、資質・能力を向上させるための「幌小型

メンター研修」を推進してきた。加えて、働き方改革を意識しながら、教職員が児童と向き合う時間を確保すべ

く、教育活動の効率化と質の向上を目指した学校運営ができる体制づくりを実践している。 

  また、今年度からは、学校力向上に関する総合実践事業の「地域指定」中核校の役割も担い、専科指導教員に

よる高学年外国語科の指導や非常勤講師の活用による高学年理科の指導を通して、効果的な専科指導方法の蓄積

に努めている。 

ここでは、今年度の主な取組である「効果的な若手教職員の育成を目指した環境及び組織づくり」及び「専科

指導教員及び加配教員の役割を明確にした効果的な活用」について紹介する。 

   

Ⅱ 効果的な若手教職員の育成を目指した環境及び組織づくり 

  児童に確かな学力を確実に身に付けさせるためには、教職員の授業力向上が不可欠であり、それらの基盤とな

るのは「学習集団」や「生活集団」の機能を有効に働かせる学級経営であることから、今年度は、効果的な初任

段階教員の育成に向け、次の４つの取組を推進している。 

 

１ ＯＪＴを意識した学年組織の編成 

学年主任に中堅、ベテラン教職員を配置し、若手教員とのコンビで学年を組織した。学級経営は単発的な指 

導によって進めるものではなく、日常的・計画的な営みの中で児童に対する指導・称賛・励ましを積み重ねる 

ことが大切であることから、日常的に、学年主任である中堅、ベテラン教職員の児童への関わり方や指導方法 

を学ぶＯＪＴを行うことで、若手教職員のスキルアップを図っている。 

 

２ 学年研修の時間の確保 

学年主任と若手教職員がまとまった時間で向き合い、児童の様子や学習の進度、学習内容の理解度について

確認したり、指導方法について話し合ったりする時間は、研修の場として重要であることから、毎週必ず「学

年研修」の時間を確保している。 

 

３ 職員室の座席配置の工夫 

職員の要望により、職員室の学年団の配置を「向かい合わせ」から「横並び」にした結果、学年内の報告・

連絡・相談が活性化した。ＰＣやプリント、児童のノート等を見せ合いながら話ができるようになっただけで

なく、隣接学年が向かい側にいることで、情報共有や主任同士による連絡・調整等が容易にできるようになっ

た。 
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４ メンターシステムの充実と改善 

  (1) 若手教職員に求める教師像と育成の視点・手立て 

本校ではこれまで、若手教職員に求める教師像と育成の視点・手立てを明確にした人材育成に取り組んで 

きた。特に、今年度は「学級経営の視点」「校内研修の視点」を重点にし、若手教職員の育成を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

     

(2) メンターシステムの改善 

    昨年度までの学年主任と初任者指導講師をメンターとした指導形態から、学年主任をメンターとして位置 

付けた指導形態に変更した。指導経路の一本化を図ることで、初任段階教員の迷いや負担軽減につながるよう 

意図している。 

 

 【これまでのメンターシステム】         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (課題) 各メンターは責任をもち役割を果たすが、指導方法や内容にずれや歪みが生じることがあり、 

メンティの困り感につながることがあった。 

 

 

 【今年度のメンターシステム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー(管理職) 

メンティ(初任者等) メンター学年主任 メンター初任者指導等

コーチ(教務主任)  
※

学年としての

指導・助言 

授業力の向上

への指導・助言 

メンター学年主任

コーチ(教務主任)  
※

リーダー(管理職) 

ОＪＴを意識し、学級経営、児
童への指導、保護者対応、授業
力向上等の全ての業務につい
て指導助言を行う。 
 

学年研修をはじめ、児童への指導、授業づくり
等について、日常的に学年主任に相談する。 

日常的な初任者の授
業参観と初任者への
指導助言を行う。コー
チと初任者の育成状
況について情報を共
有する。 

メンターシステムを統括する。管理職
の意向を伝えるとともに、メンターと
の日常的な連携を図り、初任者の育成
状況について把握する。 
 

若手教員に求める教師像 

・自分を更新し続ける主体性をもつ教師 

・授業で勝負する意識をもち，学習指導力を高め発揮する教師 

・チームの一員としての意識をもち地域・家庭・同僚と連携・ 

 協働・創造できる教師 

・児童の心に寄り添い，個々に応じた生徒指導ができる教師 

・目指す子どもを１年で育てきる教師 

・学校運営・組織に貢献できる教師 

育成の視点・手立て 

①学級経営の視点から 

②校内研修の視点から（授業改善・授業力向上） 

③校務分掌業務の視点から 

④個人の資質・能力向上の視点から 

↓ 

※基本スタンスは，一人一人に対するＯＪＴ 

 

改善・整理 

初任者の悩み・困り感 指導助言する側の悩み・困り感 

メンティ(初任者等) 
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学年主任がメインのメンターと  

して若手教職員の指導にあたるが、 

業務に関する直接的な指導助言の 

他、若手教職員の仕事上の悩みや 

困り感を受け止め、共感したり、 

共有したりするなど、心身の安定 

を図ることを目的に関わる場合も 

多い。本校では、これまでの学校 

力向上に関する総合実践事業の取 

組により、学校全体で若手教職員 

を育成する取組が根付いている。 

     

(3) 若手教職員が学び合う「メンター研修」 

   ４年次教員２名をメンター長として、若手教職員のみのメ 

  ンターチームを編成しており、年７回のメンター研修を実施 

  している。協議テーマはメンター長が取りまとめ、日頃の実 

  践の悩み等を交流し、助言者（若手教職員、中堅、ベテラン 

  教職員の中から選定）から、自身の経験等による指導助言が 

  行われている。研修後、若手教職員の気付きや感想、学びを 

  メンター長が通信等で発信することで、研修のフィードバッ 

  クを行い、取組の共有化と実践意欲の向上につなげている。 

 

Ⅲ 専科指導教員及び加配教員の役割を明確にした効果的な活用 

本校では、学校力向上に関する総合実践授業の指定により配置された加配教員の効果的な活用に       
努めている。加配教員の役割を明確にし、加配教員が指導力を発揮することが、学習内容の理解につながり、学 
力向上が実現できる。また、専科指導教員による授業は、学級担任の教材研究等の時間や児童と向き合う時間の
確保に結び付いている。 

１ 専科指導教員・加配教員の役割（○）と活用内容（◎） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年度に実施した主なメンター研修】 

○４年次メンター長による体育科（マット運動）の 

 指導 

〇４年次メンター長による道徳科授業研究 

○道徳教育推進教師による道徳科学習指導案検討 

【外国語科専科指導教員】 
・昨年度まで外国語科教員として中学校で指導 
○第５、６学年の外国語科を指導（３校兼務） 
◎学級担任はＴ２として、特にパフォーマンス評価を
はじめとする評価方法など、外国語の指導方法を学
ぶことができる。 

【理科専科教員】（非常勤講師） 
・中学校理科の免許を有し，中学校で長年指導 
○第５、６学年の理科を指導 
◎理科の時間において学級担任は教材研究等の学年・
学級の業務や公務分掌等の業務を行うことができ
る。 

【指導方法工夫改善加配教員】 
・昨年度まで本校の特別支援教育コーディネーター 
○個の学習状況に応じた指導による学習内容の確実な
定着 

◎児童一人一人の学習状況を学級担任と情報共有 
◎教職員対象の「Ｔ・Ｔ通信」を発行し、理解に課題
のある児童の指導や支援の方法について情報提供 

【指導方法工夫改善加配教員（学校力加配）】 
・２名の再任用教職員 
○第１、２学年の国語科及び算数科で学級担任とのテ
ィームティーチング 

◎学習規律の確立（鉛筆の持ち方、姿勢等）、文字指導
や数概念の習得等の個別の学習支援 

◎スタート・カリキュラムの効果的な活用の支援 

 

 
学校力
向上 

〈児  童〉 
・専門的な知識や技能をもった専科教員による指

導により、各教科の興味・関心が向上 
・個に応じた指導の充実による知識や技能の確実

な習得 
・学習規律の定着 

〈学級担任〉 
・複数の教員による児童理解を共有した個に応

じた指導の実現 
・授業力・指導技術の向上            

・専科教員による授業時間による教材研究や児

童と向き合う時間の確保 

【今年度のメンターチーム】 

対象教員(メンティ) 
指導教員(メンター） 

学年・学級の視点 

指導教員(メンター） 
校務分掌の視点 

４年次２担 ※研修部 2 年学年主任 研修部長 

４年次５担 ※研修部 
5 年学年主任 
外国語専科 

研修部長 

４年次栄養教諭 ※保体部  保体部長 

３年次言語通級指導 
 ※指導部 

言語通級主任 指導部長 

２年次４担 ※教務部 
４年学年主任 
算数科TT 

教務主任 

２年次３担 ※文化部 3 年学年主任 文化部長 

期付１年次養護教諭 ※保体部  保体部長 

 

【メンター研修の様子】 

【令和２年度のメンターチーム】 
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２ 専科指導教員及び加配教員による取組の普及・啓発 

専科指導教員や指導方法工夫改善教員が、通信を発行し、取組状況の周知と共有が図られている。 

配付対象が保護者や児童の場合は、学習内容の理解が深められるよう、学習のねらいや取組の状況、評価の 

観点・内容などを掲載している。また、配付対象が教職員の場合は、指導力向上につながるよう、教科書の特

徴や授業の組み立て方、児童の特性に応じた指導方法の工夫など、指導のヒントとなる内容が紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 成果と課題 

○ 初任段階教員を育てる環境や組織を再編したことで、学年主任によるОＪＴを通して、初任段階教員が自立 

意識を高め、学級経営や授業準備などに意欲的に取り組む姿が多く見られ、各教員がこれまでの取組の成果と 

課題を踏まえた学級経営に取り組むことができた。 

○  専科指導教員や加配教員の役割を明確にし、効果的に機能させることで、学力向上はもとより個に応じた指

導の充実が図られ、質の高い教育実践を推進することができた。また、専科指導教員等の活用により、教材研

究の時間や児童と向き合う時間が確保され、業務改善につながった。 

●  今年度は、新型コロナウイルス感染症対策を講じる中で授業時数等の制限が生じ、児童が専科指導教員や加 

配教員の指導を受ける場面が保障できなかった時期があったことから、今年度の状況を十分に検証し、様々な 

状況に対応できる時間割を作成しておくなど、次年度に向けた準備を行う必要がある。 

● 専科指導教員や加配教員による指導について、学校評価や児童アンケート等から検証するとともに、指導の 

成果や課題を見取るための検証方法や数値目標を設定するなど、取組の充実を図る必要がある。 

【算数Ｔ・Ｔ通信】（教職員向け） 
・特別支援教育コーディネーターの視点から算数科の学
習に課題がある児童の特徴をいくつかのパターンで紹介
し、合理的配慮も含めた支援の在り方について解説。 

【外国語専科通信】（保護者・児童向け） 
・フォニックスの取組について、文字の音を知ることで、
ある程度英単語を読むことができるようになることを紹
介。学習評価については、観点・内容・評価場面につい
て保護者にも周知。 

【専科指導教員等による教職員と保護者・児童向けの通信】 


